
（１2）　学校評価結果
①　令和３年度　教職員による自己評価

1 学校は、教育方針を分かりやすく説明している。

2 学校が育てようとしている生徒の姿は、保護者の求めている姿と合っている。

3
学校内外の施設・設備は整備が行き届いており、生徒が快適・安全に生活を送れる
環境である。

4 私は、協力して生徒の指導にあたっている。

5 私は、一人一人の生徒によく声をかけている。

6
生徒は、学校生活全体においてお互いの良さや頑張っていることを認め合って生活し
ている。

7 生徒は、私の指導を素直に受け入れている。

8 私は、話の聞き方や発表の仕方などの学習ルールが守られた授業を行っている。

9 私は、ICT機器等を活用し、分かりやすい授業を行っている。

10 私は、個に応じた指導を行っている。

11 生徒は、学習内容を理解しようと意欲的に取り組んでいる。

12 生徒は、家庭学習を意欲的に取り組んでいる。

13 私は、礼節を重んじ、生徒の模範となる言動をとっている。

14 私は、生徒に対して社会の一員として身につけるべき内容を指導している。

15 私は、アンケートや教育相談を活用し、いじめの早期発見に努めている。

16 私は、道徳の授業や人権学習を充実させ、いじめを防止するために工夫している。

17 学校は、「高森ふるさと学」に意欲的に取り組んでいる。

18 生徒は、集団生活に必要なルールを守っている。

19 生徒は、学校行事や生徒会活動、部活動等で生き生きと活動している。

20 私は、生徒の健康の保持増進のために保健指導に積極的である。

21 学校は、保護者に授業や行事などさまざまな教育活動への参加を呼びかけている。

22 学校は、地域の人材や施設等を教育活動に生かしている。

23
学校は、保護者の参考になるように、教育活動や生徒の様子などの内容を学校公開
やホームページ等で伝えている。

24
私は、生徒の学習や生活に関わる保護者からの相談事や連絡には、いつも丁寧に応
じている。

25 私は、ＰＴＡの活動や町の行事への参加・協力をしている。

26 学校は、業務改善や働き方改革を積極的に推進している。

〇

〇

▲

▲

No. 4　協力して指導にあたっているについては95.5%で、昨年度と比べて9.5ポイント増加している。生徒への指導に対して、職員全体
で意識して取り組めいていると思われる。

No.21　生徒の主体的な活動については95.5%で、昨年度と比べて7.9ポイント増加している。コロナ禍で多くの学校行事が内容縮小と
なったが、生徒は前向きに取り組むことができていた。

No.19　ＩＣＴの活用については59.1％で、昨年度と比べて31.1ポイント減少している。今後は、分かりやすい授業づくりためのＩＣＴ機器の
有効的な活用方法について、さらに研究・検証する必要がある。

No.15　家庭学習への意欲については36.4％で、昨年度と比べて28.1ポイント減少している。風まるノートの活用による学習計画の習慣
化を図り、タブレット端末を活用した家庭学習の工夫や改善を行っていく必要がある。
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そう思う ある程度そう思う


